
令和7年度公共下水道管路施設修繕・改築工事

数　量　計　算　書



103903路線 103904路線

管路
管きょ更生工

既設管径400mm
管きょ内面被覆工 更生材料 更生材 69.6 m 32.2 37.4 ＝ 69.6

反転・形成 反転・引込工 67.8 ｍ 31.3 36.5 ＝ 67.8

硬化・形成工 67.8 ｍ 31.3 36.5 ＝ 67.8

仕上 本管切断工 4 箇所 2 2 ＝ 4

本管口仕上工 4 箇所 2 2 ＝ 4

取付管口せん孔仕上工
1日施工

8 箇所 4 4 ＝ 8

仮設備 仮設備設置・撤去工 2 回 1 1 ＝ 2 設置

仮設備設置・撤去工 2 回 1 1 ＝ 2 撤去

換気工 換気設備 換気設備工 4 日 2 2 ＝ 4

管きょ更生水替工 反転・形成用水替 潜水ポンプ運転工 4 日 2 2 ＝ 4

仮設工 交通管理工 交通誘導警備員 交通誘導警備員B 24 人 12 12 ＝ 24.0

共通仮設費 準備費 管きょ内洗浄工 管径400mm 31.3 m 31.3 ＝ 31.3

高圧洗浄車清掃工
管径400mm
土砂堆積清掃(土砂深率10%)

36.5 m 36.5 ＝ 36.5

汚泥処分工 揚泥車運転工 0.3 m3 0.3 ＝ 0.3

既設管内調査工 本管TV調査工 67.8 m 31.3 36.5 ＝ 67.8

取付管突出処理工 2 箇所 1 1 ＝ 2

単位 規格
数量計算

備考

数　量　集　計　表
管きょ更生工事

費目 工種 種別 施工名称 施工名称 数量
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103903路線

数　量　計　算　書
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数　量 単位
更生管材 32.2 m 管渠内面被覆工計算書より 32.17

反転・引込工 31.3 ｍ 管渠内面被覆工計算書より 31.27
反転・形成

硬化・形成工 31.3 ｍ 管渠内面被覆工計算書より 31.27
反転・形成

本管口切断工 2 箇所 管渠内面被覆工計算書より 2
仕　　　　上

本管口仕上げ工 2 箇所 管渠内面被覆工計算書より 2
仕　　　　上

取付管口穿孔仕上 4 箇所 管渠内面被覆工計算書より 4
仕　　　　上 （1日施工）

取付管口穿孔仕上 箇所 管渠内面被覆工計算書より
仕　　　　上 （分割施工）φ150

仮設備設置工 1 回 管渠内面被覆工計算書より 1
仮設備

仮設備撤去工 1 回 管渠内面被覆工計算書より 1
仮設備

管きょ内面被覆工（反転・形成工法）既設管径φ400ｍｍ

項　目 計算式 備考
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数　量 単位
換気設備工 2 日 換気工計算書より 1.55

換気設備

項　目 計算式 備考

換気工
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数　量 単位
潜水ﾎﾟﾝﾌﾟ運転工 2 日 水替工計算書より 1.55

反転・形成用水替 〃 〃
止水ﾌﾟﾗｸﾞ損料 2 日 水替工計算書より 1.55

反転・形成用水替 φ400 〃 〃
止水ﾌﾟﾗｸﾞ損料 7 日 水替工計算書より 6.20

反転・形成用水替 φ150 〃 〃

項　目 計算式 備考

管きょ更生水替工

5



数　量 単位
高圧洗浄車 31.3 m 前処理工計算書より 31.27

管きょ内洗浄工 φ400
ＴＶカメラ搭載車 31.3 m 前処理工計算書より 31.27

既存管内調査工
1 箇所 前処理工計算書より 1

取付管突出処理 φ150

前処理工

項　目 計算式 備考
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管渠内面被覆工計算書
区間

延長 下流側 上流側 本管口仕上 本管口仕上 本管口仕上

(ｍ) MH MH 箇所数(下流) 箇所数(上流) 箇所数合計 φ100 φ150 設置 撤去

① ② ③ ④=①-(②+③)/2 ⑤=④+(②+③)/2 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨=⑦+⑧ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

 103903 φ400 32.17 0.90 0.90 31.27 32.17 2 1 1 2 4 1 1

合計

〃

合計

〃

合計 φ400 32.17 31.27 32.17 2 1 1 2 4 1 1

〃

MH内径（ｍ）
仮設備回数（回）

管渠番号 既設管径 本管口切断工

仕上工（箇所）
更生延長

L0 (ｍ)
更生管材延長

LS (ｍ) 取付管口穿孔仕上工
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換気工計算書

作業時間 作業量 作業日数 作業時間 作業量 作業日数 切断工 日数歩掛 作業日数 仕上工 日数歩掛 作業日数 仕上工 日数歩掛 作業日数 仕上工 日数歩掛 作業日数 日数歩掛 作業日数

（分） （ｍ/日） （日） （分） （ｍ/日） （日） 箇所図 (日/箇所) （日） 箇所数 (日/箇所) （日） 箇所数 (日/箇所) （日） 箇所数 分・仮(日/箇所) 分・仮（日） 分・本(日/箇所) 分・本（日） (1日) (分割)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥=②/⑤ ⑦ ⑧ ⑨=②/⑧ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬=⑪×⑫ ⑭ ⑮ ⑯=⑭×⑮ ⑰ ⑱ ⑲=⑰×⑱ ⑳ ㉑ ㉒=⑳×㉑ ㉓ ㉔=⑳×㉓ ㉕ ㉖

 103903 φ400 31.27 32.17 0.11 70 214 0.15 205 73 0.44 0.08 2 0.063 0.13 2 0.1 0.20 4 0.11 0.44 0.042 0.075 1.55

合計 0.11 0.15 0.44 0.08 0.13 0.20 0.44 1.55

〃

③　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より ⑩　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より ⑱　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より

　仮設備設置 55分/回＝55/｛（60分）×（8時間/日）｝＝0.11日/回 　仮設備撤去 40分/回＝40/｛（60分）×（8時間/日）｝＝0.08日/回 　φ150～700　日数歩掛（日/箇所）＝53分/｛（60分）×（8時間/日）｝

⑤⑥　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より ⑫　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より ㉑　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より

　反転・引込工作業量（ｍ/日）＝｛（60分）×（8時間/日）｝/作業時間（分）×更生延長(m) 　φ150～350　日数歩掛（日/箇所）＝20分/｛（60分）×（8時間/日）｝ 　φ150～700　日数歩掛（日/箇所）＝20分/｛（60分）×（8時間/日）｝

　反転・引込工作業日数（日）＝更生管材延長（ｍ）/作業量（ｍ/日） 　φ400～700　日数歩掛（日/箇所）＝30分/｛（60分）×（8時間/日）｝

㉓　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より

⑧⑨　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より ⑮　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より 　φ150～700　日数歩掛（日/箇所）＝36分/｛（60分）×（8時間/日）｝

　硬化･形成工作業量（ｍ/日）＝｛（60分）×（8時間/日）｝/作業時間（分）×更生延長(m) 　φ150～350　日数歩掛（日/箇所）＝34分/｛（60分）×（8時間/日）｝

　硬化･形成工作業日数（日）＝更生管材延長（ｍ）/作業量（ｍ/日） 　φ400～700　日数歩掛（日/箇所）＝48分/｛（60分）×（8時間/日）｝

管渠番号
既設
管径

反転・引込工仮設備
設　置
(日)

仮設備
撤　去
(日)

本管切断工 本管口仕上工 取付管口穿孔仕上工（1日施工） 取付管口穿孔仕上工(分割施工)硬化・形成工 合計(日)

（更生・換気）
更生
延長
（ｍ）

更生
管材
延長
（ｍ）
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水替工計算書

プラグ径 個数 プラグ径 個数 プラグ径 個数 プラグ径 箇所 プラグ径 箇所 プラグ径 箇所

 103903 φ400 φ400 1 φ150 4

① φ200 φ250 φ300 φ350 φ400 φ450 φ500 φ600 φ700 φ200 φ250 φ300 φ350 φ400 φ450 φ500 φ600 φ700 φ150 φ200 φ250 φ150 φ200 φ250

 103903 φ400 1.55 1 1.55 4 6.20

合計 1.55 6.20

〃

①　換気工計算書より

　更生・換気合計作業日数（日）

汚水取付管

④

供用日数（日）

⑤=①×④
備考

取付管プラグ

必要プラグ個数

備考

管渠番号 既設管径

管渠番号 既設管径

流入本管径

流入1 流入2 流入3

更生工
作業日数

(日)

本管プラグ

必要プラグ数（個）
②

供用日数(日)

③=①×②

取付管1 取付管3取付管2
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前処理工計算書
管内清掃 管内清掃

日数歩掛 下水汚泥量 延長 作業量 作業日数 処理 日数歩掛 作業日数 除去 日数歩掛 作業日数 除去 日数歩掛 作業日数

(ｍ/日) (ｍ3/日) （ｍ） （ｍ/日） （日） 箇所数 (箇所/日) （日） 箇所数 (箇所/日) （日） 箇所数 (箇所/日) （日）

① ② ③ ④=②/③ ⑤ ⑥=④×⑤　 ⑦ ⑧ ⑨=⑦/⑧ ⑩ ⑪ ⑫=⑩/⑪ ⑬ ⑭ ⑮=⑬/⑭ ⑯ ⑰ ⑱=⑯/⑰ ⑲

 103903 φ400 32.17 31.27 700 0.05 31.27 300 0.10 1 9 0.11 18 9 0.26

合計

〃

合計

〃

合計 φ400 31.27 0.05 31.27 0.10 1.00 0.11 0.26

〃

③　下水道施設維持管理積算要領 ⑧下水道施設維持管理積算要領 ⑰ モルタル除去　（下水道施設維持管理積算要領）

φ400 作業量 備考

700ｍ 300 標準

⑪ 取付管突出処理工　（下水道施設維持管理積算要領）

⑭ 木根除去工　　（下水道施設維持管理積算要領）

木根除去工 ﾓﾙﾀﾙ除去工
合計
(日)管渠番号 既設管径

備考

TV調査 取付管突出処理
区間延長

(ｍ)
管内清掃工

(日)

9箇所

管径（mm）

作業量（ｍ/日）

取付管内径 150㎜～200㎜

150㎜以上800㎜未満

作業量（箇所/日）

150㎜以上800㎜未満

本管内径側視回数（回/ｍ）

作業量（箇所/日） 9箇所（1箇所は1m程度）

本管内径

0.2以下

下水汚
泥処分
(m3)

作業量（箇所/日） 18箇所

本管内径 150㎜以上800㎜未満

管内清掃
延長
（ｍ）
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安全費計算書
作業日数 作業日数 作業日数 作業日数

更生・換気 更生・換気 更生・換気 更生・換気

(1日施工) 1日（切上げ） (分割施工) 分割（切上げ） (1日施工) (分割施工) Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦=②＋④ ⑧=②＋⑥ ⑨ ⑩ ⑪=⑦×⑨ ⑫=⑦×⑩ ⑬=⑧×⑨ ⑭=⑧×⑩

 103903 φ400 32.17 0.26 0.5 1.55 2.0 3 4 人 12 3人+交代要員+1人

合計 0.5 2.0 12 12

再計 0.5 2.0 12 12

合計

再計

①　前処理工計算書より

③　換気工計算書より

交通誘導警備員

構成人員
作業日数合計

備考単位

交通誘導警備員

(１日施工)

交通誘導警備員員

(分割施工)
管渠番号 既設管径

区間延長
(ｍ)

作業日数
前処理工
（切上げ）

作業日数
前処理工
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数　量　計　算　書

103904路線
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数　量 単位
更生管材 37.4 m 管渠内面被覆工計算書より 37.39

反転・引込工 36.5 ｍ 管渠内面被覆工計算書より 36.49
反転・形成

硬化・形成工 36.5 ｍ 管渠内面被覆工計算書より 36.49
反転・形成

本管口切断工 2 箇所 管渠内面被覆工計算書より 2
仕　　　　上

本管口仕上げ工 2 箇所 管渠内面被覆工計算書より 2
仕　　　　上

取付管口穿孔仕上 4 箇所 管渠内面被覆工計算書より 4
仕　　　　上 （1日施工）

取付管口穿孔仕上 箇所 管渠内面被覆工計算書より
仕　　　　上 （分割施工）φ150

仮設備設置工 1 回 管渠内面被覆工計算書より 1
仮設備

仮設備撤去工 1 回 管渠内面被覆工計算書より 1
仮設備

管きょ内面被覆工（反転・形成工法）既設管径φ400ｍｍ

項　目 計算式 備考
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数　量 単位
換気設備工 2 日 換気工計算書より 1.55

換気設備

項　目 計算式 備考

換気工
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数　量 単位
潜水ﾎﾟﾝﾌﾟ運転工 2 日 水替工計算書より 1.55

反転・形成用水替 〃 〃
止水ﾌﾟﾗｸﾞ損料 2 日 水替工計算書より 1.55

反転・形成用水替 φ400 〃 〃
止水ﾌﾟﾗｸﾞ損料 2 日 水替工計算書より 1.55

反転・形成用水替 φ300 〃 〃
止水ﾌﾟﾗｸﾞ損料 7 日 水替工計算書より 6.20

反転・形成用水替 φ150 〃 〃

項　目 計算式 備考

管きょ更生水替工
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数　量 単位
揚泥車 36.5 m 前処理工計算書より 36.49

高圧洗浄車清掃工 φ400
0.3 m3 前処理工計算書より 0.25

汚泥処分工 下水汚泥
ＴＶカメラ搭載車 36.5 m 前処理工計算書より 36.49

既存管内調査工
1 箇所 前処理工計算書より 1

取付管突出処理 φ150

項　目 計算式 備考

前処理工
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管渠内面被覆工計算書
区間

延長 下流側 上流側 本管口仕上 本管口仕上 本管口仕上

(ｍ) MH MH 箇所数(下流) 箇所数(上流) 箇所数合計 φ100 φ150 設置 撤去

① ② ③ ④=①-(②+③)/2 ⑤=④+(②+③)/2 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨=⑦+⑧ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

 103904 φ400 37.39 0.90 0.90 36.49 37.39 2 1 1 2 4 1 1

合計

〃

合計

〃

合計 φ400 37.39 36.49 37.39 2 1 1 2 4 1 1

〃

MH内径（ｍ）
仮設備回数（回）

管渠番号 既設管径 本管口切断工

仕上工（箇所）
更生延長

L0 (ｍ)
更生管材延長

LS (ｍ) 取付管口穿孔仕上工
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換気工計算書

作業時間 作業量 作業日数 作業時間 作業量 作業日数 切断工 日数歩掛 作業日数 仕上工 日数歩掛 作業日数 仕上工 日数歩掛 作業日数 仕上工 日数歩掛 作業日数 日数歩掛 作業日数

（分） （ｍ/日） （日） （分） （ｍ/日） （日） 箇所図 (日/箇所) （日） 箇所数 (日/箇所) （日） 箇所数 (日/箇所) （日） 箇所数 分・仮(日/箇所) 分・仮（日） 分・本(日/箇所) 分・本（日） (1日) (分割)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥=②/⑤ ⑦ ⑧ ⑨=②/⑧ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬=⑪×⑫ ⑭ ⑮ ⑯=⑭×⑮ ⑰ ⑱ ⑲=⑰×⑱ ⑳ ㉑ ㉒=⑳×㉑ ㉓ ㉔=⑳×㉓ ㉕ ㉖

 103904 φ400 36.49 37.39 0.11 70 250 0.15 205 85 0.44 0.08 2 0.063 0.13 2 0.1 0.20 4 0.11 0.44 0.042 0.075 1.55

合計 0.11 0.15 0.44 0.08 0.13 0.20 0.44 1.55

〃

③　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より ⑩　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より ⑱　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より

　仮設備設置 55分/回＝55/｛（60分）×（8時間/日）｝＝0.11日/回 　仮設備撤去 40分/回＝40/｛（60分）×（8時間/日）｝＝0.08日/回 　φ150～700　日数歩掛（日/箇所）＝53分/｛（60分）×（8時間/日）｝

⑤⑥　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より ⑫　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より ㉑　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より

　反転・引込工作業量（ｍ/日）＝｛（60分）×（8時間/日）｝/作業時間（分）×更生延長(m) 　φ150～350　日数歩掛（日/箇所）＝20分/｛（60分）×（8時間/日）｝ 　φ150～700　日数歩掛（日/箇所）＝20分/｛（60分）×（8時間/日）｝

　反転・引込工作業日数（日）＝更生管材延長（ｍ）/作業量（ｍ/日） 　φ400～700　日数歩掛（日/箇所）＝30分/｛（60分）×（8時間/日）｝

㉓　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より

⑧⑨　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より ⑮　土木工事積算基準、下水道用設計積算要領より 　φ150～700　日数歩掛（日/箇所）＝36分/｛（60分）×（8時間/日）｝

　硬化･形成工作業量（ｍ/日）＝｛（60分）×（8時間/日）｝/作業時間（分）×更生延長(m) 　φ150～350　日数歩掛（日/箇所）＝34分/｛（60分）×（8時間/日）｝

　硬化･形成工作業日数（日）＝更生管材延長（ｍ）/作業量（ｍ/日） 　φ400～700　日数歩掛（日/箇所）＝48分/｛（60分）×（8時間/日）｝

管渠番号
既設
管径

反転・引込工仮設備
設　置
(日)

仮設備
撤　去
(日)

本管切断工 本管口仕上工 取付管口穿孔仕上工（1日施工） 取付管口穿孔仕上工(分割施工)硬化・形成工 合計(日)

（更生・換気）
更生
延長
（ｍ）

更生
管材
延長
（ｍ）
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水替工計算書

プラグ径 個数 プラグ径 個数 プラグ径 個数 プラグ径 箇所 プラグ径 箇所 プラグ径 箇所

 103904 φ400 φ400 1 φ300 1 φ150 4

① φ200 φ250 φ300 φ350 φ400 φ450 φ500 φ600 φ700 φ200 φ250 φ300 φ350 φ400 φ450 φ500 φ600 φ700 φ150 φ200 φ250 φ150 φ200 φ250

 103904 φ400 1.55 1 1 1.55 1.55 4 6.20

合計 1.55 1.55 6.20

〃

①　換気工計算書より

　更生・換気合計作業日数（日）

汚水取付管

④

供用日数（日）

⑤=①×④
備考

取付管プラグ

必要プラグ個数

備考

管渠番号 既設管径

管渠番号 既設管径

流入本管径

流入1 流入2 流入3

更生工
作業日数

(日)

本管プラグ

必要プラグ数（個）
②

供用日数(日)

③=①×②

取付管1 取付管3取付管2
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前処理工計算書
管内清掃 管内清掃

日数歩掛 下水汚泥量 延長 作業量 作業日数 処理 日数歩掛 作業日数 除去 日数歩掛 作業日数 除去 日数歩掛 作業日数

(ｍ/日) (ｍ3/日) （ｍ） （ｍ/日） （日） 箇所数 (箇所/日) （日） 箇所数 (箇所/日) （日） 箇所数 (箇所/日) （日）

① ② ③ ④=②/③ ⑤ ⑥=④×⑤　 ⑦ ⑧ ⑨=⑦/⑧ ⑩ ⑪ ⑫=⑩/⑪ ⑬ ⑭ ⑮=⑬/⑭ ⑯ ⑰ ⑱=⑯/⑰ ⑲

 103904 φ400 37.39 36.49 380 0.10 2.485 0.25 36.49 300 0.12 1 9 0.11 18 9 0.58

合計

〃

合計

〃

合計 φ400 36.49 0.10 2 0.25 36.49 0.12 1.00 0.11 0.58

〃

③　下水道施設維持管理積算要領 ⑧下水道施設維持管理積算要領 ⑰ モルタル除去　（下水道施設維持管理積算要領）

土砂深率10％とする。

φ400 作業量 備考

380ｍ 300 標準

2.485ｍ3

0.43hr

⑪ 取付管突出処理工　（下水道施設維持管理積算要領）

⑭ 木根除去工　　（下水道施設維持管理積算要領）

作業量（箇所/日） 18箇所

本管内径 150㎜以上800㎜未満

運搬時間　8.0㎞まで（ｈｒ/m3）

9箇所

管径（mm）

作業量（ｍ/日）

取付管内径 150㎜～200㎜

150㎜以上800㎜未満

作業量（箇所/日）

150㎜以上800㎜未満

本管内径側視回数（回/ｍ）

作業量（箇所/日） 9箇所（1箇所は1m程度）

本管内径

0.2以下

清掃下水汚泥量（ｍ3/日）

管渠番号 既設管径
区間延長

(ｍ)

下水汚
泥処分
(m3)

管内清掃工
(日)

管内清掃
延長
（ｍ）

木根除去工 ﾓﾙﾀﾙ除去工
合計
(日)

備考

TV調査 取付管突出処理
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安全費計算書
作業日数 作業日数 作業日数 作業日数

更生・換気 更生・換気 更生・換気 更生・換気

(1日施工) 1日（切上げ） (分割施工) 分割（切上げ） (1日施工) (分割施工) Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦=②＋④ ⑧=②＋⑥ ⑨ ⑩ ⑪=⑦×⑨ ⑫=⑦×⑩ ⑬=⑧×⑨ ⑭=⑧×⑩

 103904 φ400 37.39 0.58 1.0 1.55 2.0 3 4 人 12.0 3人+交代要員+1人

合計 1.0 2.0 12 12

再計 1.0 2.0 12 12

合計

再計

①　前処理工計算書より

③　換気工計算書より

管渠番号 既設管径
区間延長

(ｍ)

作業日数
前処理工
（切上げ）

作業日数
前処理工

交通誘導警備員

構成人員
作業日数合計

備考単位

交通誘導警備員

(１日施工)

交通誘導警備員員

(分割施工)
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